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能登半島の風土と植生
一一風景論への一つのアプローチ 一一
“ Fudo" and “ Vegetation" in the NOTO peninsula 1) 
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ともあって、いっそう尊重され大切に守られてきたのである 1 1) 
タブノキイヌグス クスノキ手十
常緑ifJi木。花は 6 月 (ßt紘)。栄夫は監県色。'*は l草〈 、磁〈、袋国は光沢があ リ 、
lli Iúíは白っ I J.'・ L 、。海に近い土疫の1菜い所に生え、社策・寺院 ・ 民家付近に老木が























































































1) r風土」に対応する英語は、本来「気候」という意味の rclimateJ が、一般の辞書では当てられてい
る。しかしそれには、 「風土」という日本語の包括的な意味やニュアンスとはかなりの格差が認められ、
欧米語には訳しにくい概念であることが明確なようである。例えば、現代フランスの著名な日本風土研究
者オギュスタン・ペルクは、 「風土J に対して「中間、環境」を意味するフランス語の rMilieuJ を敢え
て使い、さらに日本の風土の特質を根拠にフランス語への翻訳語として、 「風土性J を意味する新造語と
して rMédianceJ なる概念を提示しているのである(ベルク『風土の日本』ちくま学芸文庫 1992)。また
和辻哲郎の名著『風土.!I (1935)の独訳書のタイトルには、そのまま rFudOJ とした上で、サブタイトルに
「風と大地一一気候と文化の関係」と添えられている(T.Watsuji. Fudo -Wind und Erde. Der Zusammenｭ






香西克彦Ii' r風景なるものJ について一一ー建築論からの考察.! (京都大学大学院人間・環境学研究科学位論文 1997) を参照されたい。
3) 近代建築の空間論から場所論への展開についての概要は、前川道郎「く場所〉ということ J (同編『建築的場所論の研究』中央公論美術出版 1998 所収)に詳しい。
4) この表現は、足利ほか r歴史がつくった景観』古今書院 1982 に基づく。
5) 日本海文化の捉え方については、浅香年木『北陸の風土と歴史』山川出版社 1977 並びに同『古代地域
史の研究一一北陸の古代と中世 1 JJ 法政大学出版局 1978 、 さらに同『茜さす日本海文イヒ』能登印刷出版部 1989 に拠っている。
6) 能登半島の植物・植生については、小牧 旋『図鑑能登の植物』同刊行会 1976 並びに同『加賀能登の植物図譜』同刊行会 1987 、そして同「能登半島海岸植物研究」の成果に拠っている。また日本全域の植生については、宮脇昭編『日本の植生』学研 1977 を参照した。
なお以前に能登の海岸植物の特性や加賀・能登の植生比較について、現地の調査研究をもとに考察した
ことがある。詳しいことは、拙稿「机島の植物J i'石川考古学研究会会誌』第33号 p124-129 ， 1988、並びに報告書『台ノ蜂の植物』私家版 1989 などを参照していただきたい。
7) 日本の風景特有なことばに、このほか「山紫水明J r蔵風得水J r渓聾山色」などが知られている。また「白砂青松J については、只木良也「白砂育松 美保の松原J (菅原聴編『森林 日本文化としての』
他人書館1996) を参照した。これらの風景用語についても別稿にて考察したい。
8) 西谷啓治『宗教と非宗教の間』岩波書店 p209 ， 1996









林忠雄「能登の漂着文化と民俗←ータブの木伝承における南方系要素J (Ii'月刊歴史手帖 JJ 11巻 5 号、特
集・能登地方の渡来文化 1983) を参照されたい。
12) この家持の和歌について、その能登の古代地域史からみた解釈は、浅香年木前掲書に拠っている。
13) 田中喬「木の魅力と人間J (Ii'田中喬講演集人間と建築』私家版 1994) から深い示唆を得た。
14) 巨樹の魅力については、牧野和春『巨樹と日本人』中公新書 1998 を参照した。
15) r風景の品格」については、中村良夫『風景学入門』中公新書 1982 から大きな教示を得た。
[図版出典]
1) , 4) 浅香年木『菌さす日本海文化』能登印刷出版部 p13，凶9 ， 1989
2) Il'能登の文化財』第 lli輯(自然、特集号)能登文化財保護連絡協議会 1976
3) 上田閑照『西田幾多郎』岩波書店p40， 1995
なお植物図とスケッチはすべて、小牧旋『加賀能登の植物図譜』同刊行会 1987 と『能登 自然を歩く』七尾市図書館友の会 1990 よりそれぞれ転載させていただきました。
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